
資料１　創生事業整理表

1 2 3 4 5
１．安心して働き、暮らせる

地方の生活環境の創生

２．稼ぐ力を高め、
付加価値創出型の

新しい地方経済の創出
３．人や企業の地方分権

４．新時代のインフラ整備と
AI・デジタル等の新技術の

徹底活用
５．広域リージョン連携 ひと しごと まち

ア 〇：地域に愛着、人材育成に該当（P39） 〇

イ 〇：地域に愛着、人材育成に該当（P39） 〇 〇

ウ 〇：地域に愛着、人材育成に該当（P39） 〇

ア 〇：地域に愛着、人材育成に該当（P39） 〇

イ 〇：地域に愛着、人材育成に該当（P39） 〇 〇

ア 〇：教育現場の意識改革（P36） 〇

イ 〇：教育現場の意識改革（P36） 〇

ウ 〇：地域に愛着、人材育成に該当（P39） 〇

ア 〇：地域に愛着、人材育成に該当（P39） 〇

イ 〇：地域に愛着、人材育成に該当（P39） 〇

ウ 〇：地域に愛着、人材育成に該当（P39） 〇

エ 〇：地方を担う人財育成（P39） 〇

ア 〇

イ 〇

ウ 〇

ア 〇

イ 〇：基盤的分野でのデジタル活用（P65） 〇

ウ 〇：教育現場の意識改革（P36） 〇

エ 〇：悩みを抱えるこどもの見守り（P44） 〇

ア 〇：教育現場の意識改革（P36） 〇

イ 〇：教育現場の意識改革（P36） 〇

ア 〇

イ 〇：地域資源を活用した食育（P39） 〇

ウ 〇

ア 〇：多様な人々が活躍（P39）

イ 〇：多様な人々が活躍（P39） 〇

ア 〇

イ 〇

ウ 〇

エ 〇

ア

イ

ウ ▲：公共施設の集約化（P46） 〇

エ ▲：公共施設の集約化（P46） 〇

ア ▲ ▲ ▲

イ 〇：若者や女性に選ばれる地方（P36） ▲ ▲ ▲

ウ ▲ ▲ ▲

エ ▲ ▲ ▲

ア 〇：多様な人材が活躍できる機会の創出（P40) ▲ ▲ ▲

イ 〇：多様な人材が活躍できる機会の創出（P40) ▲ ▲ ▲

ウ 〇：地域の働き方・職場改革（P36） ▲ ▲ ▲

エ 〇：地域の働き方・職場改革（P36） ▲ ▲ ▲

ア 〇：地域資源の高付加価値化（P50)

イ 〇：地域資源の高付加価値化（P50) ▲

ウ 〇：地域資源の高付加価値化（P50) 〇

ア 〇：地域資源の高付加価値化（P50)

イ 〇：地域の居場所（P44）、公共施設の集約化（P46） 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

地方創生2.0
政策の5本柱

〇

【4】
まちにも活きる生涯学習・スポーツの推進

①

②

③

ありたいまちの姿 施策番号
施策
項目

細目

現戦略での
位置づけ

地方創生2.0
政策の5本柱

あ
り
た
い
ま
ち
の
姿
１

「

や
り
た
い
」

に
つ
な
が
る
多
様
な
学
び
で
、

未
来
を
つ
く
る
「

人
」

を
育
む

【1】
シビックプライドと未来をつくる力を育む
人材育成の充実

①

②

【2】
生きる力を育む幼児教育・学校教育の推進

①

②

③

【3】
多様な学びを支える教育・学習環境の整備

①

【5】
多様性を尊重する人権文化の醸成

①

②

【6】
豊かな心を育む芸術文化の推進

①

②

②

③
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資料１　創生事業整理表

1 2 3 4 5
１．安心して働き、暮らせる

地方の生活環境の創生

２．稼ぐ力を高め、
付加価値創出型の

新しい地方経済の創出
３．人や企業の地方分権

４．新時代のインフラ整備と
AI・デジタル等の新技術の

徹底活用
５．広域リージョン連携 ひと しごと まち

地方創生2.0
政策の5本柱

ありたいまちの姿 施策番号
施策
項目

細目

現戦略での
位置づけ

地方創生2.0
政策の5本柱

ア 〇：地域を支える産業の強化（P38） 〇：地域における事業承継（P60) 〇

イ 〇：地域を支える産業の強化（P38） 〇：中小企業に対する地域の支援体制（P53） 〇

ア 〇：魅力ある働き方・職場の創出（P37) 〇

イ 〇：地域の働き方・職場改革（P36) 〇

ア 〇：新たな職場の創出（P37) 〇

イ 〇：産業集積の形成に向けたインフラ整備（P60) 〇

ア 〇：地域資源の高付加価値化（P50) 〇

イ 〇：地域資源の高付加価値化（P50) 〇

ウ 〇

エ 〇：地域資源の高付加価値化（P50) 〇

ア 〇：地域資源の高付加価値化（P50) 〇

イ 〇：地域資源の高付加価値化（P50) 〇

ウ 〇：地域資源の高付加価値化（P50) 〇

ア 〇：地域資源の高付加価値化（P50) 〇：広域リージョン連携（P65) 〇

イ 〇：地域資源の高付加価値化（P50) 〇：広域リージョン連携（P65) 〇

ア 〇：地域を支える産業の相互連携・強化（P38) 〇

イ 〇：地域を支える産業の相互連携・強化（P38) 〇

ウ 〇：地域を支える産業の相互連携・強化（P38) 〇

ア 〇

イ 〇

ウ 〇

エ 〇

ア 〇：地域資源の高付加価値化（P50) 〇

イ 〇：地域資源の高付加価値化（P50) 〇

ウ 〇：地域資源の高付加価値化（P50) 〇

エ 〇：地域資源の高付加価値化（P50) 〇

ア 〇：地域を支える産業の相互連携・強化（P38) 〇

イ 〇：地域を支える産業の相互連携・強化（P38) 〇

ウ 〇

エ 〇

ア 〇：地域を支える産業の相互連携・強化（P38) 〇

イ 〇：地域を支える産業の相互連携・強化（P38) 〇

ウ 〇：地域を支える産業の相互連携・強化（P38) 〇

ア 〇

イ 〇：サーキュラーエコノミー（P52) 〇

ウ 〇：サーキュラーエコノミー（P52) 〇

ア 〇：地域に愛着（P39） 〇

イ 〇：地域に愛着（P39） 〇

ウ 〇：地域に愛着（P39） 〇

エ 〇：地域に愛着（P39） 〇

ア 〇：地域に愛着（P39） 〇

イ 〇：地域に愛着（P39） 〇

ウ 〇：地域に愛着（P39） 〇：地域資源の高付加価値化（P50) 〇

エ 〇：地域に愛着（P39） 〇 〇

ア

イ

ア 〇：地域資源の高付加価値化（P50) 〇

イ 〇：地域資源の高付加価値化（P50) 〇

ウ 〇：地域資源の高付加価値化（P50) 〇

ア 〇：地域に愛着（P39） 〇

イ

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

【10】
自然を守り活かす林業の振興

①

②

③

あ
り
た
い
ま
ち
の
姿
２

人
と
自
然
が
共
生
し
な
が
ら
地
域
で
循
環
す
る
産
業
を
確
立
す
る

【7】
内発的な経済循環と多様な働き方の創出

①

②

③

【8】
まちの力になる観光の振興

①

②

③

【9】
時代にあわせた農畜産業の振興

【11】
人の営みとともにある自然の共生

①

②

【12】
地域の誇りとなる歴史文化遺産の保存・活用

①

②

③

①

②

③
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資料１　創生事業整理表

1 2 3 4 5
１．安心して働き、暮らせる

地方の生活環境の創生

２．稼ぐ力を高め、
付加価値創出型の

新しい地方経済の創出
３．人や企業の地方分権

４．新時代のインフラ整備と
AI・デジタル等の新技術の

徹底活用
５．広域リージョン連携 ひと しごと まち

地方創生2.0
政策の5本柱

ありたいまちの姿 施策番号
施策
項目

細目

現戦略での
位置づけ

地方創生2.0
政策の5本柱

① 〇 ア 〇：地域で活躍する人材の育成（P39) 〇

ア 〇：地域で活躍する人材の育成（P39) 〇

イ 〇：地域で活躍する人材の育成（P39) 〇

ウ 〇：地域で活躍する人材の育成（P39) 〇

エ 〇：地域で活躍する人材の育成（P39) 〇

オ 〇：地域で活躍する人材の育成（P39) 〇

ア 〇：地域で活躍する人材の育成（P39) 〇：地域おこし協力隊等の更なる拡充（P59) 〇

イ 〇：地域で活躍する人材の育成（P39) 〇：地域おこし協力隊等の更なる拡充（P59) 〇

① 〇 ア 〇：地域で活躍する人材の育成（P39) 〇

ア 〇：地域で活躍する人材の育成（P39) 〇

イ 〇：地域で活躍する人材の育成（P39) 〇

ウ 〇：地域で活躍する人材の育成（P39) 〇

ア 〇：地域で活躍する人材の育成（P39) 〇

イ 〇：地域で活躍する人材の育成（P39) 〇

ウ 〇：地域で活躍する人材の育成（P39) 〇

エ 〇：地域で活躍する人材の育成（P39) 〇

ア 〇：人や企業の地方分散（P56～） 〇

イ 〇：人や企業の地方分散（P56～） 〇

ウ 〇：人や企業の地方分散（P56～） 〇

ア 〇：人や企業の地方分散（P56～） 〇

イ 〇：人や企業の地方分散（P56～） 〇

ア 〇：人や企業の地方分散（P56～） 〇

イ 〇：人や企業の地方分散（P56～） 〇

ウ 〇：人や企業の地方分散（P56～） 〇

ア 〇：人や企業の地方分散（P56～） 〇

イ 〇：人や企業の地方分散（P56～） 〇

ア 〇：多文化共生の推進（P41) 〇

イ 〇：多文化共生の推進（P41) 〇

ウ 〇：多文化共生の推進（P41) 〇

エ 〇：多文化共生の推進（P41) 〇

ア 〇：多文化共生の推進（P41) 〇

イ 〇：多文化共生の推進（P41) 〇

ウ 〇：多文化共生の推進（P41) 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

あ
り
た
い
ま
ち
の
姿
３

多
様
な
つ
な
が
り
・
交
流
を
育
み
、

地
域
力
を
よ
り
高
め
る

【13】
市民力を高める協働のまちづくりの推進

②

③

【14】
多様な人がつながる地域コミュニティの充実

②

③

【15】
まちの仲間になる移住定住の推進

①

②

【16】
まちを応援する関係人口の創出

①

②

【17】
未来につながる多文化共生の推進

①

②
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資料１　創生事業整理表

1 2 3 4 5
１．安心して働き、暮らせる

地方の生活環境の創生

２．稼ぐ力を高め、
付加価値創出型の

新しい地方経済の創出
３．人や企業の地方分権

４．新時代のインフラ整備と
AI・デジタル等の新技術の

徹底活用
５．広域リージョン連携 ひと しごと まち

地方創生2.0
政策の5本柱

ありたいまちの姿 施策番号
施策
項目

細目

現戦略での
位置づけ

地方創生2.0
政策の5本柱

ア

イ 〇

ア

イ

ウ 〇：地域共生社会の実現（P40) 〇 〇

ア 〇：安心して働き、暮らせる地方の生活環境の創出（P36) 〇

イ 〇：安心して働き、暮らせる地方の生活環境の創出（P36) 〇 〇 〇

ウ 〇：安心して働き、暮らせる地方の生活環境の創出（P36) 〇

エ 〇：安心して働き、暮らせる地方の生活環境の創出（P36) 〇

オ 〇：安心して働き、暮らせる地方の生活環境の創出（P36) 〇 〇

カ 〇：安心して働き、暮らせる地方の生活環境の創出（P36) 〇 〇

ア 〇：安心して働き、暮らせる地方の生活環境の創出（P36)

イ 〇：安心して働き、暮らせる地方の生活環境の創出（P36)

ウ 〇：安心して働き、暮らせる地方の生活環境の創出（P36)

エ 〇：安心して働き、暮らせる地方の生活環境の創出（P36)

ア 〇：多様な人材が活躍できる機会の創出（P40) 〇

イ 〇：将来を考えたまちづくり（P44) 〇

ウ 〇：将来を考えたまちづくり（P44) 〇

ア 〇：生活必需サービスの維持（P43)

イ 〇：生活必需サービスの維持（P43)

ウ 〇：生活必需サービスの維持（P43) ▲

ア 〇：生活必需サービスの維持（P43) ▲

イ 〇：生活必需サービスの維持（P43)

ウ 〇：生活必需サービスの維持（P43) ▲

ア 〇：多様な人材が活躍できる機会の創出（P40)

イ 〇：将来を考えたまちづくり（P44)

ウ 〇：多様な人材が活躍できる機会の創出（P40)

ア 〇：生活必需サービスの維持（P43)

イ 〇：生活必需サービスの維持（P43)

ウ 〇：生活必需サービスの維持（P43)

ア 〇：生活必需サービスの維持（P43)

イ 〇：生活必需サービスの維持（P43)

③ 〇 ア 〇：生活必需サービスの維持（P43)

ア 〇：将来を考えたまちづくり（P44) 〇 〇

イ 〇：将来を考えたまちづくり（P44) 〇

ウ 〇：将来を考えたまちづくり（P44)

ア 〇：将来を考えたまちづくり（P44) 〇：デジタルライフラインの整備（P62) 〇

イ 〇：将来を考えたまちづくり（P44) 〇 〇

ア

イ

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

【23】
こころとからだが幸せになる健幸づくりの推
進

①

②

③

【21】
障害のある人の居場所と
役割がある自立支援の充実

①

②

【22】
安心できる医療体制の充実

①

②

あ
り
た
い
ま
ち
の
姿
４

誰
も
が
居
場
所
や
役
割
を
持
ち
、

健
幸
で
心
豊
か
な
暮
ら
し
を
実
感
で
き
る

【18】
一人一人が地域とつながる地域共生社会の実
現

①

②

【19】
地域みんなで安心できる子育て環境の充実

①

②

【20】
いつまでも自分らしく活躍できる
高齢社会の実現

①

②
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位置づけ

地方創生2.0
政策の5本柱

ア 〇：安心して働き、暮らせる地方の生活環境の創出（P36)

イ 〇：安心して働き、暮らせる地方の生活環境の創出（P36)

ウ 〇：地域を支える産業（P38） 〇：地域資源の高付加価値化（P50)

ア 〇：地域資源の高付加価値化（P50)

イ 〇：安心して働き、暮らせる地方の生活環境の創出（P36)

ウ 〇：安心して働き、暮らせる地方の生活環境の創出（P36)

エ 〇：安心して働き、暮らせる地方の生活環境の創出（P36)

ア 〇：安心して働き、暮らせる地方の生活環境の創出（P36)

イ 〇：安心して働き、暮らせる地方の生活環境の創出（P36)

ウ 〇：安心して働き、暮らせる地方の生活環境の創出（P36)

ア 〇：地域防災力の強化

イ 〇：地域防災力の強化

ウ 〇：地域防災力の強化

エ 〇：地域防災力の強化

ア 〇：地域防災力の強化

イ 〇：地域防災力の強化

ア

イ

ア 〇：地域の防犯力強化（P48)

イ 〇：地方消費者行政の充実・強化（P48)

ア

イ

ウ

ア 〇：新時代のインフラ整備（P60) 〇：広域連携でのインフラ整備（P66)

イ 〇：新時代のインフラ整備（P60) 〇：広域連携でのインフラ整備（P66)

ウ 〇：インフラ管理（P62） ▲

ア

イ 〇：人や企業の地方分散（P56～） 〇

ウ 〇：人や企業の地方分散（P56～） 〇

ア 〇：新時代のインフラ整備（P60) 〇：広域連携でのインフラ整備（P66)

イ 〇：広域連携でのインフラ整備（P66)

ア 〇：新時代のインフラ整備（P60) 〇：広域連携でのインフラ整備（P66)

イ 〇：広域連携でのインフラ整備（P66)

ア 〇：再生可能エネルギーの導入・活用（P51）

イ 〇：自然共生（P51) ▲

ウ 〇：自然共生（P51)

エ 〇：自然共生（P51)

ア 〇：自然共生（P51)

イ 〇：自然共生（P51)

③ 〇 ア 〇：再生可能エネルギーの導入・活用（P51）

ア 〇：生活必需サービスの維持（P43) 〇

イ 〇：生活必需サービスの維持（P43) 〇

ウ 〇：生活必需サービスの維持（P43) 〇

ア 〇：生活必需サービスの維持（P43) 〇

イ 〇：生活必需サービスの維持（P43) 〇

ウ 〇：生活必需サービスの維持（P43) 〇

〇

〇

〇〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

【30】
暮らしを豊かにする公共交通の確保

①

②

【27】
生活基盤の持続可能な維持管理・確保

①

②

【28】
暮らしを支える上下水道の維持管理・運営

①

②

③

【26】
暮らしを守る防犯・交通安全の推進

①

②

【29】
地球に優しいエネルギーと資源の循環の推進

①

②

あ
り
た
い
ま
ち
の
姿
５

市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
安
全
・
安
心
な
都
市
基
盤
を
持
続
す
る

【24】
自然を守り暮らしと産業を
創造する土地利用の推進

①

②

③

【25】
日頃からみんなで備える
災害に強いまちづくりの推進

①

②
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資料１　創生事業整理表

1 2 3 4 5
１．安心して働き、暮らせる

地方の生活環境の創生

２．稼ぐ力を高め、
付加価値創出型の

新しい地方経済の創出
３．人や企業の地方分権

４．新時代のインフラ整備と
AI・デジタル等の新技術の

徹底活用
５．広域リージョン連携 ひと しごと まち

地方創生2.0
政策の5本柱

ありたいまちの姿 施策番号
施策
項目

細目

現戦略での
位置づけ

地方創生2.0
政策の5本柱

① 〇 ア 〇：市民参画のまちづくりは対話、情報の教諭が基本

ア 〇：市民参画のまちづくりは対話、情報の教諭が基本

イ 〇：市民参画のまちづくりは対話、情報の教諭が基本

ア 〇：市民参画のまちづくりは対話、情報の教諭が基本

イ 〇：市民参画のまちづくりは対話、情報の教諭が基本

ウ 〇：市民参画のまちづくりは対話、情報の教諭が基本

① 〇 ア 〇：市民参画のまちづくりは対話、情報の教諭が基本

ア 〇：市民参画のまちづくりは対話、情報の教諭が基本

イ 〇：市民参画のまちづくりは対話、情報の教諭が基本

ア 〇：市民参画のまちづくりは対話、情報の教諭が基本

イ 〇：市民参画のまちづくりは対話、情報の教諭が基本

ア

イ

ウ

② ア

ア 〇：広域的な公共施設の集約化・複合化（P46) 〇

イ 〇：広域リージョン連携（P65） 〇

④ 〇 ア 〇：デジタル・新技術の社会実装 〇

ア ▲

イ 〇：地方公共団体の働き方・職場改革の推進（P38) 〇

ウ 〇：地方公共団体の働き方・職場改革の推進（P38) 〇

エ

ア

イ

ウ

ア

イ

ア 〇：地方公共団体の連携（P66） 〇

イ 〇：地方公共団体の連携（P66） 〇

ウ 〇：地方公共団体の連携（P66） 〇

ア 〇：産学官共創に向けた拠点の形成（P54） 〇：地方公共団体の連携（P66） 〇

イ 〇：地方公共団体の連携（P66） 〇

④ 〇 ア 〇：地方公共団体の連携（P66）

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

【34】
市民とともにある職員の育成・組織力の強化

①

②

【35】
広域行政組織等団体との連携の推進

①

②

③

あ
り
た
い
ま
ち
の
姿
６

ま
ち
の
動
き
や
情
報
を
戦
略
的
に
つ
な
ぎ
、

効
率
的
で
健
全
な
行
財
政
運
営
を
実
現
す
る

【31】
対話による開かれた広聴の充実

②

③

【32】
伝えたいところに届く戦略的な情報発信の推
進

②

③

【33】
効果的かつ効率的な行財政運営の推進

①

③
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